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［
特
集
］
議
員
の
仕
事

市民の声を届けるために、議員は普段 からさまざまな活動を行っています。

③ 常任委員会
　議案を分野ごとに振り分け、各常任委
員会で効率的に審査します。
　村上市議会では、総務文教、市民厚
生、経済建設、予算決算の４つの常任委
員会が設置されています。

④ 本会議・採決
　常任委員会での審査結果の報告、討論の後、
議案に対して、議長を除く19人の議員が賛成、
反対の採決を行います。

委員会では、本会議よ
りも詳細な説明を求め
よう！

可決されました。

今後は、事業の進
捗や成果をチェッ
クしていくぞ!!

議員ってどんな 仕事をしてるの？議員ってどんな 仕事をしてるの？
皆さんは議員がどのような仕事をしているかご存知ですか？
「議会で何をやっているのか」また「議会が開かれていない時はどのような活動を
しているのか」などの視点から、今回は議会や議員の役割をご紹介します。

市役所への相談法令などの調査研究

　議員は議会の場以
外でも、市民の皆さ
んの声に応えるため
に市役所担当部署へ
問い合わせを行った
り要望を伝えたりし
ます。

　市民などからの多岐に
わたる相談に応えるた
め、また市政に対して的
確な質問を行うために、
さまざまな法律や条例の
知識が必要になります。
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［
特
集
］
議
員
の
仕
事

市民の声を届けるために、議員は普段 からさまざまな活動を行っています。

① 本会議・開会
　本会議は議場で開催され、市
議会の意思を決定する会議で
す。
　市長や議員から村上市にとっ
て必要なことが提案されますの
で、議員たちは提出された議案
をしっかりと審議します。

② 一般質問・代表質問
　議員は、普段市民の皆さんから寄せられるさまざま
な意見や要望などを踏まえ、「市民の代表」として市
政に対して質問を行います。

このことについて、
市長の見解を伺い 
ます！

議員ってどんな 仕事をしてるの？議員ってどんな 仕事をしてるの？
　今年４月の村上市議会議員選挙で当選した20名の議員により、村上市議会［第５期］が
スタートしました。６月には改選後最初の定例会が開催されたところです。

　３、６、９、12月の年４回
定例会を開催しています。
　その他にも必要に応じて
臨時会を開催することがあ
ります。

所管事務調査市民からの相談や要望

　各委員会が担当している事項につい
て、現地を確認したり、市に説明を求め
たりして課題の把握や解決に努めてい
ます。

　市民の声を聴くこと
も大切な仕事です。常
に議員は、市民の皆さ
んからの相談や要望を
受けています。
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一

般

質

問

6月定例会

新緑会　富樫光七
１．悪臭等の公害防止条例の改正
２．有害鳥獣駆除の迅速化
３．蒲萄スキー場の存続

6

令和新風会　佐藤憲昭
１．村上駅周辺まちづくり事業
２．指定地域共同活動団体制度創設に伴う

市の対応

2

野村美佐子
１．子ども医療費助成
２．市民の使いやすい公共交通
３．自転車ヘルメット購入助成金

5

至誠クラブ　渡辺　昌
１．集落支援員制度の現状と今後の取り組み
２．村上駅周辺まちづくり事業
３．市役所におけるカスタマーハラスメン

トの状況

1 高志会　魚野ルミ
１．防災・減災における地域の課題
２．観光、地域活性につなげる自治体DX

7

令和新風会　髙田　晃
１．小中学校の望ましい教育環境
２．村上市社会福祉協議会との連携

10

新緑会　菅井晋一
１．人口減少対策
２．財政健全化集中取組期間

11

姫路　敏
１．一時預かり保育
２．選挙の投票率
３．旧香藝の郷の利活用

8

新緑会　上村正朗
１．有害鳥獣対策
２．介護サービスの充実
３．障がい者の自立支援

9

鷲ヶ巣会　山田　勉
１．越沢から北赤谷までの林道開設
２．悪臭公害対策
３．スクールバスの運行
４．村上市スケートパーク

4

至誠クラブ　富樫雅男
１．路線バスからコミュニティバスへの転換
２．障がい者の通院交通費助成制度

3

　一般質問は、市の行政全般について、自由なテーマで市長に質
問・政策提案を行い、市民の声を市政に届けるものです。６月定
例会では、11人の議員が一般質問を行いました。ここでは、質問
と答弁の一部をご紹介します。なお、掲載された原稿は質問者が
作成しています。

一
質質

般般
問
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一

般

質

問

集落支援員制度の成果は

村
上
駅
周
辺
開
発
の
進
め
方
は

問 

地
域
に
配
置
さ
れ
た
集
落

支
援
員
の
活
動
の
状
況
は
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
方
を
選
任
し

て
い
る
の
か
。

答 

集
落
支
援
員
は
住
民
と
行

政
の
協
働
の
も
と
、
地
域
の
維

持
や
活
性
化
対
策
の
た
め
に
配

置
し
て
い
る
。
地
域
の
現
状
や

課
題
を
把
握
し
、
地
域
の
方
々

と
そ
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

活
動
を
し
て
お
り
、
現
在
12
人

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
地
域
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
そ

の
地
域
の
実
情
に
詳
し
い
方
を

選
任
し
て
い
る
。

問 

集
落
支
援
員
制
度
の
導
入

に
よ
る
効
果
や
評
価
、
課
題
等

は
。答 

集
落
支
援
員
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
状
況
把
握
を

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
も
把
握
し
や
す
く

な
っ
た
。
住
民
の
声
を
受
け
と

問 

事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方

式
（
官
民
連
携
）
に
よ
る
計
画
だ
が
、
具

体
的
な
導
入
手
法
と
特
定
財
源
は
。

答 

現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
導
入
手
法

は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
本
市
の
実
態
に

あ
っ
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
国
の
補
助
事
業
と
有
利
な
起

債
を
最
大
限
に
活
用
し
、
市
の
財
政
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

問 

観
光
振
興
や
雇
用
機
会
の
創
設
を
目

的
と
し
た
経
済
効
果
の
高
い
施
設
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答 
市
民
交
流
の
中
心
地
と
し
て
、
効
果

的
な
利
活
用
の
た
め
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
基
本
に
施

設
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
活

め
、
生
活
支
援
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
む
な
ど
、
効
果
が
見
え

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
課
題
と
し

て
は
、
集
落
支
援
員
と
な
る
人
材
の
発
掘

や
、
継
続
し
て
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
人

材
が
輩
出
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

来
年
度
以
降
、
さ
ら
に
集
落
支
援
員

を
増
員
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答 

集
落
支
援
員
の
配
置
に
よ
り
、
市
民

の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
、
特
に
買
い
物

行
動
を
支
援
す
る
と
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
で

き
た
成
功
事
例
も
あ
り
、
地
域
の
課
題
の

解
決
へ
有
効
な
仕
組
み
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
制
度
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
制
度
の
活
用
を
進
め
る
。

用
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
を

民
間
事
業
者
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
る
雇
用

機
会
の
創
出
や
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
活

用
に
よ
る
地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施

設
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
も
予

定
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
経
済
効
果
と
雇

用
創
出
の
観
点
か
ら
、
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
に

祭
屋
台
展
示
施
設
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
設

置
の
考
え
は
。

答 

ジ
ャ
ス
コ
跡
地
に
つ
い
て
は
、
土
壌

改
良
の
点
か
ら
大
規
模
な
施
設
整
備
は
考

え
て
い
な
い
。

問 

一
般
財
源
の
支
出
を
抑
え
る
手
法
と

し
て
、
官
民
協
働
開
発
事
業
体
（
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｖ
方
式
）
の
導
入
も
検
討
で
き
な
い
か
。

答 

多
様
な
事
業
手
法
の
中
で
、
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
事
業
手
法
を
提
案
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

集落支援員による買い物支援で、高齢者の日常生活
に安心感も

村上駅周辺まちづくり事業構想　誘客・経済効果の高い
施設整備も望まれる

渡辺　昌

佐藤憲昭
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一

般

質

問

豚舎の悪臭への対策は

岩
船
に
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
を

問 

佐
々
木
地
内
で
豚
舎
が
建

設
さ
れ
た
が
、
近
隣
住
民
か
ら

は
臭
い
が
き
つ
く
て
窓
も
開
け

ら
れ
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
。

答 

臭
気
測
定
と
施
設
視
察
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。
な

お
、
不
快
な
思
い
を
し
て
い
る

方
が
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

る
の
で
、
今
後
も
周
辺
自
治
会

と
事
業
者
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
、
要
望
を
伝
え
る
機
会
を
設

け
て
い
く
。

問 

越
沢
か
ら
北
赤
谷
ま
で
の

林
道
開
設
の
現
状
は
。

答 

国
な
ど
の
補
助
金
を
活
用

し
、
林
業
専
用
道
や
森
林
作
業

道
に
よ
る
整
備
を
行
う
こ
と
が

効
率
的
な
森
林
施
業
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
現
在

は
林
道
の
整
備
計
画
は
な
い
。

問 

同
地
区
内
で
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
に
違
い
が
生
じ
て
い
る

が
、
保
護
者
か
ら
は
ス
ク
ー
ル

問 
新
潟
交
通
観
光
バ
ス
が
運
営
し
て
い

る
路
線
バ
ス
は
、
10
月
か
ら
村
上
市
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
が
運
行
を
委
託

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
利
便
性

等
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答 

経
路
、
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
等
が
市
の

実
情
を
反
映
し
、
柔
軟
な
も
の
に
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
市
の
財
政
負
担

は
２
千
万
円
ほ
ど
圧
縮
で
き
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
料
金
に
つ
い
て
は
、
距
離
に
応

じ
た
も
の
か
ら
市
内
を
複
数
の
ゾ
ー
ン
に

区
切
り
料
金
設
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

問 

通
院
対
応
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、

高
齢
者
や
体
調
が
悪
く
バ
ス
停
ま
で
行
く

バ
ス
運
行
を
望
む
声
が
あ
る
。
今
後
の
方

針
は
。

答 

気
候
の
変
動
や
児
童
生
徒
数
の
減
少

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
環
境
は
変
化

し
て
き
て
い
る
の
で
、
学
校
や
保
護
者
、

地
域
の
声
を
把
握
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒

の
安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
赤
字
が

続
い
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
や
大

会
、
合
宿
の
誘
致
な
ど
で
歳
入
確
保
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
が
魅

力
的
で
特
別
な
場
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
こ
れ
を
継
続
し
、
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
将
来
に
わ
た
っ
て
の
収
入
確
保

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
と
が
困
難
な
方
に
と
っ
て
重
要
な
移
動

手
段
で
あ
る
。
岩
船
地
区
も
早
期
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

答 
岩
船
地
区
は
路
線
バ
ス
が
き
め
細
か

く
運
行
さ
れ
て
い
る
た
め
導
入
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

腎
臓
機
能
障
害
の
方
に
と
っ
て
、
人

工
透
析
は
命
を
維
持
す
る
た
め
に
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
。
通
院
し
て
人
工
透
析
し

て
い
る
方
に
は
タ
ク
シ
ー
券
お
よ
び
通
院

交
通
費
で
通
院
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

る
が
、
経
済
的
負
担
は
大
き
く
、
さ
ら
な

る
助
成
が
必
要
と
考
え
る
。
送
迎
バ
ス
は

山
北
徳
洲
会
病
院
、
村
上
記
念
病
院
が
運

行
し
て
い
る
が
、
村
上
総
合
病
院
、
県
立

坂
町
病
院
で
は
行
っ
て
い
な
い
。
働
き
か

け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

支
援
は
必
要
と
考
え
て
い
る
た
め
、

県
へ
の
要
望
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

大会で盛り上がる村上市スケートパーク

人工透析通院費の補助拡充を！

山田　勉

富樫雅男
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一

般

質

問

便利で安い公共交通を

公
害
防
止
条
例
の
改
正
は

問 

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の

た
め
に
子
ど
も
医
療
費
の
無
料

化
が
必
要
で
は
。

答 

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
は
、
国

の
責
任
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
引
き

続
き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問 

国
に
先
駆
け
て
各
自
治
体

が
無
料
化
を
進
め
て
き
た
。
県

内
で
も
通
院
入
院
と
も
一
部
負

担
金
を
と
っ
て
い
る
の
は
27
％

に
な
っ
て
い
る
。
せ
め
て
罹
患

率
の
高
い
９
歳
ま
で
は
無
料
化

で
き
な
い
か
。

答 

議
論
し
て
暫
定
的
に
何
ら

か
の
措
置
を
と
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

公
共
交
通
の
見
直
し
案
は

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
か
み
合
っ
て

い
な
い
の
で
は
。

答 

さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段
と

組
み
合
わ
せ
て
持
続
可
能
な
公

問 

地
域
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
公
害
防

止
条
例
に
改
正
で
き
な
い
か
。

答 

本
市
で
は
「
市
民
の
健
康
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
、
公
害
防
止
の
た
め

に
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
悪
臭
防
止
法
、
新
潟
県
生
活
環
境
の
保

全
等
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
市
民
生
活

を
脅
か
す
公
害
に
も
十
分
な
防
止
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

悪
臭
の
規
制
値
と
住
民
の
苦
情
の
差

を
ど
う
捉
え
る
か
。

答 
臭
気
測
定
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
や
、

事
業
者
に
対
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、

有
効
な
解
決
策
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
の

共
交
通
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問 

停
留
所
や
行
き
先
が
少
な
い
な
ど
利

便
性
が
悪
く
、
料
金
も
高
い
。
人
口
の

34
％
の
高
齢
者
は
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
が

必
須
で
あ
る
。
事
業
者
任
せ
で
な
く
市
が

中
心
に
提
案
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答 

こ
れ
ま
で
も
議
論
し
て
お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
き
た
。
今
後
も
課
題
を
解
決
し
て
い

け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

先
進
地
視
察
や
担
当
課
の
職
員
が
バ

ス
を
利
用
す
る
な
ど
研
究
が
必
要
で
は
。

答 

視
察
は
必
要
に
応
じ
て
行
い
た
い
。

問 
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
を

県
が
決
め
た
が
、
市
の
対
応
は
。

答 

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
は
検
討
し
て
お

り
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
提
案
し
た
い
。

が
実
態
で
あ
る
。

問 

有
害
鳥
獣
捕
獲
檻
の
設
置
を
迅
速
に

で
き
な
い
か
。

答 

農
作
物
被
害
や
人
身
被
害
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
、
地
元
や
猟
友
会
と
協
議
を

行
っ
た
上
で
、
鳥
獣
捕
獲
許
可
後
に
設
置

し
て
い
る
が
、
設
置
体
制
等
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
迅
速
化
に
努
め
て
い
く
。

問 

檻
が
作
動
し
た
際
に
携
帯
電
話
に
通

報
す
る
機
器
の
配
備
状
況
は
。

答 

本
庁
、
支
所
に
各
５
基
を
配
分
し
、

主
に
ク
マ
檻
設
置
の
際
に
使
用
し
て
い
る
。

問 

市
民
の
健
康
や
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
場
で
も
あ
る
蒲
萄
ス
キ
ー
場
の
存
続
は
。

答 

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

３
年
度
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
本
市

の
方
針
と
し
て
は
６
年
度
の
営
業
を
も
っ

て
閉
鎖
す
る
方
針
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

胎内市のれんす号 運賃300円で行き先自由

蒲萄スキー場は、この地域の「冬の文化」である

野村美佐子

富樫光七
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問

投票率アップに向けて

防
災
に
女
性
目
線
の
優
し
さ
を

問 

本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た

村
上
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
率
は
56
・
89
％
と
過
去
最

低
で
あ
っ
た
。
投
票
率
低
下
と

な
っ
た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

答 

神
林
地
域
か
ら
の
立
候
補

者
が
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま

た
若
年
層
の
投
票
率
が
31
％
と

低
迷
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問 

今
回
の
選
挙
で
投
票
率

ア
ッ
プ
に
向
け
て
行
っ
た
こ
と

は
何
か
。

答 

全
国
的
に
若
年
層
の
政
治

や
選
挙
へ
の
関
心
度
が
低
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
や

Ｘ
（
エ
ッ
ク
ス
）
な
ど
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
の
投
票
呼
び
か

け
を
行
っ
た
。

問 

若
年
層
の
投
票
率
低
下
が

問
題
な
の
で
あ
れ
ば
、
若
年
層

向
け
に
、
投
票
に
対
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
動
向
調
査
を
行
う
べ

問 
災
害
時
に
は
迅
速
な
避
難
支
援
が
必

要
で
あ
る
が
、
高
齢
者
へ
の
支
援
は
。

答 

避
難
行
動
要
支
援
者
ご
と
の
「
災
害

時
見
守
り
カ
ー
ド
」
の
作
成
を
進
め
て
い

る
が
、
避
難
支
援
協
力
者
の
選
定
に
苦
慮

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
共
助
の
重
要

性
と
協
力
者
の
役
割
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

学
校
や
保
育
施
設
で
の
防
災
教
育
の

現
状
は
。

答 

保
育
園
や
学
童
保
育
所
な
ど
は
、
月

１
回
以
上
の
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
で
は
、
津
波
お
よ
び
地
震
災
害

に
対
す
る
学
習
の
ほ
か
、
出
前
講
座
の
活

用
、
体
験
的
に
も
学
び
を
深
め
て
い
る
。

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

個
人
情
報
も
あ
る
の
で
、
実
施
す
る

の
は
難
し
い
。
し
か
し
高
校
生
を
対
象
と

し
た
出
前
講
座
で
は
、
選
挙
に
行
き
た
い

と
い
う
回
答
が
90
％
以
上
で
あ
っ
た
。

問 

前
回
も
ジ
ャ
ス
プ
ラ
な
ど
大
型
商
業

ス
ペ
ー
ス
へ
の
期
日
前
投
票
所
設
置
、
そ

し
て
移
動
期
日
前
投
票
所
導
入
の
提
案
を

行
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
の

か
。答 

導
入
に
向
け
検
討
は
し
て
き
た
が
、

未
だ
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。
た
だ
来
年

に
向
け
て
移
動
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
高
校

生
を
対
象
と
し
た
「
明
る
い
選
挙
出
前
講

座
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
若
年
層
向
け
に

選
挙
制
度
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 
災
害
時
の
細
か
い
ニ
ー
ズ
に
は
女
性

の
視
点
も
必
要
と
さ
れ
る
が
、
防
災
担
当

部
署
へ
女
性
職
員
は
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

防
災
担
当
に
女
性
職
員
は
配
置
し
て

い
な
い
が
、
避
難
所
運
営
は
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
多
く
の
女
性
職
員
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
女
性
防
災
士
や
消
防
団
広
報
指
導
分

団
と
も
連
携
し
、
避
難
所
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

問 

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
現
状
は
。

答 

昨
年
10
月
に
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
請
求
な

ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
後
も
適
宜
改
善
を
加
え
な
が
ら
、

利
用
者
が「
す
ぐ
使
え
て
」「
簡
単
で
」「
便

利
な
」
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

朝日さくら小学校で実施された避難所開設・運営訓練

姫路　敏

魚野ルミ

投票所が来てくれるんだ！いいね（写真：柏崎市で
令和４年５月に開設された移動期日前投票所）
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問

有害鳥獣対策の充実を
問 

有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止
対

策
を
進
め
る
上
で
の
課
題
は
。

答 

高
齢
化
と
若
年
層
の
人
口

減
少
等
に
よ
り
対
策
を
担
う
農

業
者
や
地
域
、
狩
猟
者
の
負
担

が
大
き
く
な
り
総
合
的
な
取
り

組
み
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

問 

集
落
単
位
で
の
被
害
状
況

の
把
握
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答 

市
と
し
て
は
、
被
害
を
面

で
把
握
し
て
エ
リ
ア
で
対
策
を

行
っ
て
き
た
。
農
地
以
外
の
被

害
も
あ
る
こ
と
か
ら
集
落
単
位

で
の
被
害
状
況
の
把
握
も
検
証

し
て
い
き
た
い
。

問 

上
海
府
地
区
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
イ
ノ
シ
シ
の

わ
な
の
経
費
を
助
成
し
た
り
、

集
落
で
猟
友
会
の
年
会
費
を
負

担
し
た
り
す
る
等
、
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

市
内
全
体
で
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
み
を
進
め
る
体
制
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答 

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問 

山
北
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ
く

も
り
工
房
の
機
能
強
化
が
必
要
で
は
。

答 

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
た
支
援
体
制
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
利
用
促
進
や
機
能
強
化
に
向
け
た

協
議
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
支

援
機
能
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問 

訪
問
介
護
事
業
所
の
安
定
し
た
運
営

対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答 

特
定
事
業
所
加
算
や
処
遇
改
善
加
算

の
活
用
に
よ
る
法
人
税
の
軽
減
制
度
を
事

業
所
に
周
知
し
て
い
る
。

有害鳥獣から地域を守ろう

上村正朗

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
は

問 

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
を

担
う
中
核
的
な
団
体
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
担
っ
て
き
た
。
近
年
運
営
や
経

営
の
見
直
し
に
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
行
政
支
援
や
事
業
連
携
の
在
り
方
は
。

答 

社
会
福
祉
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う

ち
人
件
費
、
施
設
運
営
費
、
事
業
費
に
対

し
て
毎
年
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
や
生
活
困
窮
者
へ
の
自
立
支
援
な
ど

の
事
業
委
託
で
連
携
を
し
て
い
る
。

問 

社
会
福
祉
協
議
会
の
経
営
状
況
が
悪

化
し
て
お
り
、
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
も
今
年

度
50
％
カ
ッ
ト
と
い
う
危
機
的
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
連
携
や
支
援
は
ど
う

考
え
る
か
。

答 

本
市
の
大
切
な
社
会
資
源
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
お
り
、
事
業
支
援
や
運
営
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
ど
う
い
っ
た
形
で

連
携
が
取
れ
る
の
か
、
深
掘
り
し
て
い
く
。

問 

市
で
は
、
毎
年
８
４
０
０
万
円
く
ら

い
の
補
助
を
し
て
い
る
が
、
運
営
費
補
助

が
今
の
人
件
費
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
の
再
構
築

や
見
直
し
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
が
。

答 

社
会
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
す
る
中
、
民

間
事
業
者
の
メ
ニ
ュ
ー
も
入
っ
て
き
て
い

る
。
旧
態
依
然
と
し
た
状
況
だ
け
で
な
く
、

何
が
リ
ス
ク
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

組
織
と
し
て
の
自
助
努
力
と
し
て
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

上
で
、
介
護
職
員
の
給
与
体
系
の
改
善
な

ど
、
多
方
面
か
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

地域福祉を担う社会福祉協議会

髙田　晃



むらかみ市議会だより　第79号

10

一

般

質

問

人
口
減
少
対
策
を
問
う

問 
人
口
減
少
問
題
は
、
自
治
体
単
位
で

は
対
処
し
き
れ
な
い
国
家
的
な
課
題
だ
が
、

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
対
策
で
効
果
が

あ
っ
た
有
効
な
事
例
は
。

答 

全
て
の
分
野
に
お
け
る
事
業
の
積
み

重
ね
が
人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が
り
、
総

合
計
画
な
ど
の
成
果
指
標
の
１
６
１
項
目

の
う
ち
89
項
目
に
お
い
て
改
善
が
見
ら
れ
、

中
で
も
病
児
保
育
施
設
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
、
不
妊
治

療
費
の
助
成
事
業
な
ど
数
値
が
伸
び
て
い

る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
施
策
と
し
て
有
効

な
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク

事
業
を
は
じ
め
、
首
都
圏
か
ら
の
移
住
者

へ
の
移
住
支
援
金
の
給
付
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
定
住
な
ど
、
平
成
27
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
間
で
１
０
０
組
、

１
８
５
人
が
移
住
し
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

問 
子
育
て
支
援
で
、
保
育
園
の
副
食
費

（
お
か
ず
と
お
や
つ
代
）
月
額
４
５
０
０

円
の
無
償
化
と
主
食
（
ご
は
ん
）
を
持
参

し
な
く
て
良
い
制
度
に
す
る
考
え
は
。

答 

徹
底
的
に
検
証
し
な
が
ら
、
で
き
る

も
の
は
制
度
化
し
た
い
。

問 

国
土
交
通
省
は
、
公
営
住
宅
を
子
育

て
世
帯
向
け
に
改
修
す
る
自
治
体
に
支
援

を
始
め
る
が
、
現
在
、
整
備
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
市
営
中
川
原
住
宅
を
子
育
て

世
代
仕
様
に
し
て
、
子
育
て
世
代
が
優
先

的
に
入
居
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答 

中
川
原
住
宅
の
建
替
え
は
、
単
身
・

夫
婦
用
が
28
戸
、
家
族
用
が
10
戸
で
進
め

て
い
る
が
、
子
育
て
世
帯
仕
様
に
つ
い
て

も
計
画
し
た
い
。

保育園では、主食（ごはん）は家庭から持参し、おかずと
おやつ代の副食費には月額4,500円の負担が必要

菅井晋一

永年勤続議員表彰受賞
　地方自治の発展と振興に功績が認められ、全国市
議会議長会および北信越市議会議長会から、大滝国
吉議員が正副議長８年以上、長谷川孝議員が議員25
年以上、三田敏秋議員と勇退された木村貞雄氏が議
員20年以上の特別表彰を受賞しました。

　市議会では、市民の皆さんの生活に関わる重要な事項を
議論する場である市議会の役割と仕組みについて説明する
出前講座を行っています。ぜひご活用ください。
内　　容　市議会の役割と仕組みについて
　　　　　　　※議場などの見学も可能です
対　　象　町内、集落、学校、企業など
時　　間　１時間程度（日中、夜間も可能です。）
人　　数　おおむね10人以上の団体
費　　用　無料
　※希望される方は、議会事務局へお申し込みください。

（左から）　大滝国吉議員、長谷川孝議員、三田敏秋議
員、木村貞雄前議員

むらかみ出前講座を利用しませんか
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主

な

議

案

高規格救急自動車を更新します
契約金額　1,991 万円

議第60号　高規格救急自動車購入契約の締結について

問  　市の消防本部車両更新基準に基づいた更新とのことだが、その基準内容
は。

答  　消防車両のはしご車は25年、ポンプ車は20年で、救急車は10年かつ走行距
離15万km以上のものを更新するとしている。現在の車両は13年経過してお
り、走行距離は159,400kmである。

問  　随意契約であるが、他の業者では対応
できなかったのか。

答  　競争入札として県内の業者に案内を出
し、２社の応札があったが、納期が間に
合わないとして１社が急遽辞退したため
随意契約となった。

　
令
和
６
年
村
上
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
21

日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

議
案
32
件
、
議
会
側
提
案
の
請
願
や
議
員
発
議
な
ど
８
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

６月定例会

令和６年度  一般会計補正予算
大阪・関西万博をPRするため「帆船みらいへ」が
岩船港に寄港

寄港歓迎イベント業務委託料　　440万円

問  　帆船みらいへの岩船港寄港のスケジュールは。

答  　今年８月下旬を予定しており、一般公開日が１日でその前日に入港、翌日に出港する。

問  　１日のイベントとしては、多額ではないか。

答  　会場費のほか、夏の開催となるためにテントやミストなどの準備に係る費用である。今回の寄
港は大阪・関西万博を通じて本市をPRするもので、費用以上の経済効果も見込まれる。

宝くじ助成金でコミュニティ活動を支援
コミュニティ助成補助金　　750万円

問  　宝くじの収益を財源とする補助金であるが、今年度交付される団体や事業内容は。

答  　３団体にそれぞれ250万円の助成金が交付され、大関区では空気清浄機ほか備品、荒島区では
太鼓等の備品、細工町町内会では獅子頭等の整備に充てられる。
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令和６年度  特別会計補正予算

人材派遣会社からの保育士を増員
保育士派遣手数料　1,717 万円

問  　人材派遣会社からの保育士の現状は。

答  　今年度産休の保育士が多くあり、途中入園の受け入れ対応のため、現在７人いる人材派遣会社
からの保育士に５人分を追加して12人とする補正である。市では通年で会計年度任用職員の保
育士の募集をしているが充足できないため、人材派遣会社の方にお願いしている。

問  　保育士を会計年度任用職員で募集しても応募がなく、派遣だと保育士が確保できる状況につい
ての認識は。

答  　人材派遣会社に登録すれば、会社の方から指示があり仕事の依頼がくる。個人で職を探さなく
ても会社で雇用先を指定してくれるところが人材派遣の利点であり、近年若い方の利用が多く
なってきているのではないかと思う。

今までの保険証がマイナ保険証に一本化
議第66号　村上市国民健康保険特別会計補正予算

問  　従来の健康保険証は今年12月２日より廃止され、原則マイナ保険証に一本化されるが、マイナ
ンバーカードを保有しない方への対応は。

答  　国民健康保険（国保）の方については、年次更新のため８月１日から新しく保険証が交付され、
来年７月31日までその保険証は使用することができる。12月２日以降保険証は発行されなくなる
ので、マイナ保険証を登録されていない方には資格確認証を交付する予定となっている。

村上市民ふれあいセンターの空調設備を全面改修
村上市民ふれあいセンター経費　１億 9,530 万円

　村上市民ふれあいセンターを全面休館し、総額４億9,540万円で空調設備を改修し
ます。
問  　今年度の工事費は、過疎対策債（※）を起債し財源としているが、来年度の工事費約３億円に

ついてはどのような考えか。

答  　今年度と同様に過疎対策債を起債し充当する。

問  　休館となる期間は。

答  　既に市報等でお知らせしているが、７月１日から今年度末までは全館休館となる。来年度につ
いては、部分的な供用開始が可能な工法がないか検討しており、工事発注後に改めて決定しお
知らせする。

主

な

議

案

※過疎対策債とは？　過疎市町村が計画に基づいて行う事業の財源として特別に発行が認められた地方債。
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議
案
の
審
議
結
果

議案番号 議　　案　　名 結果

議会選
第６号

村上市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙
について ◎

請願第１号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２
分の１復元に係る意見書の採択を求める請願書 ◎

議員発議
第５号

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２
分の１復元に係る意見書の提出について ◎

議員発議
第６号

地方財政の充実・強化に関する意見書の提出に
ついて ◎

議員発議
第７号

新潟県村上市及び胎内市沖洋上風力発電事業に
関する意見書の提出について ◎

議員発議
第８号

村上市議会議会改革調査特別委員会の設置につ
いて ◎

議員発議
第９号

村上市議会再生可能エネルギー等調査特別委員
会の設置について ◎

議員発議
第10号

村上市議会村上駅周辺まちづくり事業調査研究
特別委員会の設置について ◎

議第49号 村上市監査委員の選任について
　（長谷川孝 氏：新任） ◎

議第50号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて　（板垣和伸 氏：再任） ◎

議第51号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて　（瀬賀ひとみ 氏：新任） ◎

議第52号 専決処分の承認を求めることについて（村上市
税条例の一部を改正する条例制定について） ◎

議第53号
専決処分の承認を求めることについて（村上市
国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定
について）

◎

議第54号

専決処分の承認を求めることについて（村上市
過疎地域の持続的発展のための固定資産税の課
税の特例に関する条例の一部を改正する条例制
定について）

◎

議第55号
専決処分の承認を求めることについて（令和
５年度村上市上水道事業会計補正予算（第４
号））

◎

議案番号 議　　案　　名 結果

議第56号 令和６年度村上市一般会計補正予算（第１号） ◎

議第57号
損害賠償の額を決定し和解することについて
（村上市堀片地内における市道転落防止柵不全
による転落負傷事故）

◎

議第58号
損害賠償の額を決定し和解することについて
（村上市堀片地内における市道転落防止柵不全
による転落負傷事故）

◎

議第59号
損害賠償の額を決定し和解することについて
（村上市八日市地内における木の根によるコン
クリート舗装破損事故）

◎

議第60号 高規格救急自動車購入契約の締結について ◎

議第61号 新潟県後期高齢者医療広域連合規約の変更につ
いて ◎

議第62号

村上市指定介護予防支援事業に関する基準等を
定める条例及び村上市地域包括支援センターの
職員及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例制定について

◎

議第63号
村上市温泉給湯施設条例及び朝日グリーン・
ツーリズム推進施設条例を廃止する条例制定に
ついて

◎

議第64号 高齢者生産活動センター条例を廃止する条例制
定について ◎

議第65号 令和６年度村上市一般会計補正予算（第２号） ◎

議第66号 令和６年度村上市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号） ◎

議第67号 令和６年度村上市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） ◎

議第68号 令和６年度村上市一般会計補正予算（第３号） ◎

議第69号 令和６年度村上市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） ◎

議案審議結果 ◎＝全会一致で可決、同意、承認、採択

板
いた

垣
がき

　圭
けい

 氏
（朝日地区・新任）

鳴
なる

澤
さわ

　到
いたる

 氏
（荒川地区・再任）

斎
さい

藤
とう

　誠
まこと

 氏
（山北地区・再任）

小
こ

杉
すぎ

和
かず

也
や

 氏
（村上地区・新任）

選挙管理員委員会委員と補充員が決まりました選挙管理員委員会委員と補充員が決まりました（任期：令和６年６月４日～10年６月３日）

【選挙管理委員会委員補充員】

武
む

者
しゃ

秀
ひで

雄
お

 氏（神林地区）

難
なん

波
ば

義
よし

之
ゆき

 氏（朝日地区）

田
た

島
じま

一
いち

郎
ろう

 氏（荒川地区）

加
か

藤
とう

　剛
つよし

 氏（村上地区）

人事案件

　選挙管理委員会は、選挙が公正に行われるよう市長から独立した機関として設置され、議会において選
挙された４人の委員によって構成されています。また、選挙管理委員の選挙と同時に、委員と同数の補充
員の選挙も行っています。
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長
は

谷
せ

川
がわ

 孝
たかし

 議員（新任）

板
いた

垣
がき

和
かず

伸
のぶ

 氏
（村上地区・再任）

瀬
せ

賀
が

ひとみ 氏
（村上地区・新任）

議会選出の監査委員の選任に同意しました議会選出の監査委員の選任に同意しました（任期：令和６年６月５日～10年４月26日）

人権擁護委員の推薦に同意しました人権擁護委員の推薦に同意しました（任期：令和６年10月1日～９年９月30日）

　監査委員は、市の予算の執行、契約、財産の管理などの
財務事務や行政事務全般が、適法で合理的かつ効率的に執
行されているかを監査します。
　本市では2人の監査委員を置いており、識見を有する方
1人と市議会議員から1人を選出し、市長が議会の同意を
得て選任します。

　人権擁護委員は、人権擁護委員法の規定により、市長の
推薦、市議会の同意を経て法務大臣から委嘱されており、
法務局と連携して主に次の活動を行っています。
・人権相談を受け、問題解決のお手伝いをします。
・人権侵害による被害者を救済します。
・ 地域の皆さんに人権について関心を持ってもらえるよう

な啓発活動を行います。

請願の審議結果
請願は本会議で採決が行われ、全会一致または賛成多数の場合、採択されます。

件　　　　　名 請　　願　　者 紹介議員 付託委員会 審議結果

30人以下学級実現、義務教育費国
庫負担制度２分の１復元に係る意
見書の採択を求める請願書

新潟県教職員組合村上市
岩船郡支部
　執行委員長　藤山　晶

川村敏晴 総務文教 
常任委員会 採択

陳情の審査結果
陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

件　　　　　名 陳　　情　　者 所管委員会 審査結果

地方財政の充実・強化に関する意
見書の提出を求める陳情

全日本自治団体労働組合
新潟県本部
　執行委員長　登坂崇規

総務文教常任委員会 願意了承

村上市沖の洋上風力発電事業の促
進区域及び周辺海域の、海底活断
層調査と、液状化の可能性につい
ての調査と、防災・減災対策の実
施について（陳情）

佐藤八重子 市民厚生常任委員会 願意了承

意見書
◎30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書
◎地方財政の充実・強化に関する意見書
◎新潟県村上市及び胎内市沖洋上風力発電事業に関する意見書

　上記の意見書が本会議で可決され、関係行政庁に送付されました。
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新たに 3 つの特別委員会を設置

第３回臨時会    議員辞職勧告決議を可決

　特別委員会は、市の特に重要な課題や複数の委員会に関連する事案があった時に、期間を決めて話し合うた
めに設置されます。現在、議会広報特別委員会、高速交通等対策特別委員会を設置していますが、新たに次の3
つの特別委員会を設置しました。

　７月16日に開催した臨時議会において、贈賄などの有罪確定に伴い「姫路敏議員に対する辞職勧告決議」が
議員発議により提出され、賛成多数で可決されました。

議会改革調査特別委員会
　議員の資質向上、議員のなり手不足解消等について調査することにより、議会力・議員力を高め、議会改
革を推進します。
◎小杉武仁　　○川村敏晴　　尾形修平　　河村幸雄　　鈴木いせ子　　上村正朗　　渡辺　昌　　富樫雅男

◎は委員長　○は副委員長

再生可能エネルギー等調査特別委員会
　再生可能エネルギーの活用等で経済と環境の好循環を図り、持続可能なまちづくりに関する諸施策の推進
を図ります。
◎長谷川孝　　○渡辺　昌　　鈴木一之　　山田　勉　　富樫光七　　髙田　晃　　大滝国吉　　富樫雅男

村上駅周辺まちづくり事業調査研究特別委員会
　村上駅周辺における商業振興、子育て支援、公共交通、公民連携等について調査・研究を行います。
◎尾形修平　　○河村幸雄　　佐藤憲昭　　髙田　晃　　菅井晋一　　魚野ルミ　　渡辺　昌　　鈴木いせ子

　

秋
田
、
山
形
、
新
潟
３
県
の
17
市
町
村

議
会
で
構
成
す
る
東
北
日
本
海
沿
岸
市
町

村
議
会
協
議
会
の
総
会
が
、
村
上
市
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
日

本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
（
日
沿
道
）
の

建
設
促
進
、
羽
越
本
線
の
整
備
や
高
速
化

の
推
進
、
羽
越
新
幹
線
の
早
期
実
現
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
の
審

議
の
ほ
か
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に

当
市
議
会
の
三
田
敏
秋
議
長
が
、
副
会
長

に
鶴
岡
市
議
会
の
尾
形
昌
彦
議
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
に
は
、
新
潟
大
学

の
卜
部
厚
志
教
授
に
よ
り
、「
災
害
対
応
・

復
興
に
お
け
る
高
速
道
路
の
役
割
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
沿
道
の
建
設
促
進
と

羽
越
本
線
高
速
化
を
目
指
し

 

─
７
月
４
日
─

各議員の賛否 ◎：会派の代表者　＊：会派の経理責任者
高志会 鷲ヶ巣会 令和新風会 至誠クラブ 新緑会 賛否結果

◎
尾
形
修
平

＊
小
杉
武
仁

　
長
谷
川
孝

　
鈴
木
一
之

　
魚
野
ル
ミ

◎
大
滝
国
吉

＊
鈴
木
い
せ
子

　
山
田
　
勉

　
河
村
幸
雄

◎
川
村
敏
晴

＊
髙
田
　
晃

　
佐
藤
憲
昭

◎
渡
辺
　
昌

＊
富
樫
雅
男

　
三
田
敏
秋

◎
菅
井
晋
一

＊
上
村
正
朗

　
富
樫
光
七

　
姫
路
　
敏

　
野
村
美
佐
子

賛
成

反
対

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※１ × × × ※２ ※３ 13 4

※１　議長は地方自治法第116条第２項の規定により表決に参加していません。
※２　地方自治法第117条の規定により除斥されたため、表決に参加していません。
※３　棄権したため表決に参加していません。
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9月定例会のお知らせ9月定例会のお知らせ（予定）（予定）
８月19日㈪ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

９月２日㈪ 定例会初日（本会議）

６日㈮

一般質問（本会議）９日㈪

10日㈫

11日㈬ 総務文教常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会総務文教分科会12日㈭

13日㈮ 市民厚生常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会市民厚生分科会17日㈫

18日㈬ 経済建設常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会経済建設分科会19日㈭

25日㈬ 一般会計予算決算常任委員会

27日㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

発
行
／
新
潟
県
村
上
市
議
会

発
行
責
任
者
／
村
上
市
議
会
議
長
　
三
田
敏
秋

ホームページアドレス　
http://www.city.m

urakam
i.lg.jp/site/shigikai/

〒
958-8501	

新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

	
T
EL/FA

X
		0254-53-3219（

直
通
）

	
メールアドレス		gikai@

city.m
urakam

i.lg.jp

　地方議会の多くでタブレット端末が導入され、
議会運営の効率化が図られています。当市議会に
おいても、４月の改選後に議員全員にタブレット
端末が貸与され、６月の第２回定例会から、タブ
レット端末の運用が始まりました。
　ペーパーレス化による従来の紙資料の大幅削
減、資料の印刷・製本や差し替えなど事務作業の
軽減が見込まれるほか、デジタル化により資料の
視認性も大いに高まります。今後、タブレット端
末のさらなる利活用を推進していきます。

議会のデジタル化へ第一歩

地域の課題解決に向けて！
集落支援員

熊
くま

倉
くら

章
あき

浩
ひろ

 さん（山辺里地区）

■自己紹介をお願いします
　荒川地区の出身です。大学卒業を機に地元にU
ターンし、今年の３月まで市の会計年度任用職員
としてさまざまな業務に従事していました。その
中で、「より地域に密着した仕事がしてみたい」
と漠然と考えていたところ、縁あってこの４月か
ら山辺里地区の集落支援員を務めることになりま
した。

■活動内容を教えてください
　１年目の活動として地域を知ることを目標に、
地区の区長会やまちづくり協議会と協働しなが
ら、行事や話し合いの場に参加しています。これ
までも仕事などで山辺里地区を訪れることはあり
ましたが、地域を深掘りして仕事をするという経

験はありませんでした。初めは不安だらけでした
が、地域の皆さんの温かさに支えられ、日々の活
動の大きな励みになっています。
　また、月２回の市報配布も担当し、地域の見回
りも兼ねて行っています。まだ半年ほどですが、
集落ごとに違った人々の営みや季節の移ろいを感
じることができ、毎月楽しみで仕方ありません。

■今後の抱負は
　地域の実情や資源を踏まえ、一歩踏み込んだ活
動を展開していきたいと思っています。山辺里地
区の皆さんはたくましい方が多く、そのたくまし
さを武器に、地域の課題解決や活性化の方法を一
緒に考えていきたいです。また、情報や魅力の発
信にも力を入れ、地域の持つ力を結集して、豊か
で元気があふれる山辺里地区のお役に立てればと
思います。

お詫びと訂正
市議会だより第77号11ページの「おにぎりサミットで村上の食材をPR」の予算額に誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。　（正）143万円　（誤）1,430万円


